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き
ん

や

ほ
ん
ま
ち

大
隈
・禁
野
本
町
遺
跡

所
在
地
　
　
　
大
阪
府
枚
方
市
中
宮
北
町

調
査
期
間
　
　
一　
第

一
〇
三
十
三
次
調
査
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）

一

二
月
１
二
〇
〇
四
年
三
月
、
二
　
第

一
〇
三
十
四
次
調
査

二
〇
〇
四
年
四
月
１
二
〇
〇
五
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
側
枚
方
市
文
化
財
研
究
調
査
会

調
査
担
当
者
　
西
村
健
司

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
ｔ
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

禁
野
本
町
遺
跡
は
、
天
野
川

と
穂
谷
川
の
間
に
挟
ま
れ
、
淀

川
に
面
し
突
出
し
た
交
野
台
地

縁
辺
の
海
抜
二
七
―
三
四
ｍ
の

地
点
に
立
地
す
る
、
弥
生
時
代

終
末
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
の

複
合
遺
跡
で
あ
る
。
遺
構
の
中

心
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代

に
か
け
て
の
時
期
で
、
本
遺
跡

の
南
方
約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
位
置
す
る
特
別
史
跡
百
済
寺
跡
を
造
営
し
た
百
済
王
氏

と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
百
済
寺
跡
の
伽
藍
中
軸
線
に

一
致
す
る
南
北
方
向

道
路
と
と
も
に
、
こ
の
道
路
と
軸
方
向
を
揃
え
、　
一
辺

一
〇
〇
ｍ
余
り
の
外
郭

と

一
辺
約
二
七
ｍ
の
内
郭
か
ら
な
る
方
形
区
画
を
検
出
し
て
い
る

（第
ニハ
九

次
。
第

一
Ｑ
二
次
調
査
）。
こ
の
区
画
は
、
内
郭

・
外
郭
と
も
に
四
辺
の
各
中
央

に
出
入
口
を
備
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

一　
第

一
〇
三
十
三
次
調
査

本
調
査
は
、
第

一
〇
三
次
調
査
の
東
隣
接
地
で
、
約

一
〇
〇
〇
ポ
を
対
象
と

し
た
。
調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
掘
立
柱
建
物
、

井
戸
、
前
述
の
南
北
道
路
に
直
交
す
る
東
西
道
路
な
ど
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
、
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
〇

一
か
ら
、
木
製
品

。
木
片

。
自
然
木

・
種
子
類

・

土
師
器

・
須
恵
器
な
ど
と
と
も
に
、
五
点
出
上
し
た
。
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
〇

一
は
、

掘
形
の
直
径
約
三

・
二
ｍ
深
さ
約
三
ｍ
で
、
井
戸
枠
は
抜
き
取
ら
れ
て
い
た
が

縦
方
向
の
枠
板
ら
し
き
も
の
が

一
部
に
残
り
、
底
部
は

一
辺
約

一
。
四
ｍ
の
方

形
を
な
す
。
奈
良
時
代
後
期
か
ら
末
頃
ま
で
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一　
第

一
〇
三
十
四
次
調
査

本
調
査
は
、
第

一
〇
三
十
三
次
調
査
区
の
東
側
周
辺
約
三
二
〇
〇
ポ
で
実
施

し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
東
西
道
路
の
延
長
部
分
や
、
さ
ら
に
北
側

で
別
の
東
西
道
路
を
検
出
し
た
ほ
か
、
掘
立
柱
建
物

・
井
戸

・
池
状
遺
構
な
ど

を
検
出
し
た
。
遺
構
の
時
期
は
、
奈
良
時
代
前
期
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
か
け

(大阪東北部)



2004年出上の木簡

て
で
あ
る
。

木
簡
は
、
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
七

一
か
ら
三
四
〇
点

ぐ
つ
ち
削
暦
一一一一一一四
占
一
出
土
し

た
。
Ｓ
Ｅ

一
七

一
は
奈
良
時
代
前
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
直
径

一
・
四
ｍ
深

さ
五

・
三
ｍ
の
規
模
を
も
つ
。
共
伴
遺
物
に
は
、
木
製
品

・
木
片

・
自
然
木

・

種
子
類

・
土
師
器

・
須
恵
器
の
ほ
か
、
「少
家
」
「小
家
」
「家
」
と
記
さ
れ
た

三
点
の
墨
書
土
器
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
奈
良
時
代
後
期
頃
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
七
か
ら
、
「真
山
」
「丁
」
（あ
る
い
は
Ｔ
字
状
の
記
号
か
）
の

墨
書
を
も
つ
土
器
二
点
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第

一
〇
三
十
三
次
調
査

⑪

　

大
領

六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μこ

Ｘ
こ

益

ｏ解

②

　

「
＜
□
□
米

一
石
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ⇔粟

Ｐ受
ヽ
寓
∞

〔等
力
〕

０

　

右
二
人
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
Ｘ
こ
溢

ｏ驚

〔滞
力
〕

い
　
。
「
口
□
」

。
「
　
日日
　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
働
〉〈］〇
〉〈］
　
Ｏω伽

ω
は
上
端
折
れ
、
左
辺
削
り
、
右
辺
割
れ
。
下
端
は
折
れ
か
二
次
的
切
断
か

判
然
と
し
な
い
。
②
は
上
端
は
左
辺
の
折
損
部
を
除
き
削
り
、
右
辺
は
切
り
込

み
よ
り
下
は
割
れ
、
下
端
と
左
辺
は
削
り
。
切
り
込
み
は
か
な
り
深
く
大
き
い
。

一
文
字
日
は
、
「官
」
ま
た
は

「官
」
で
あ
ろ
う
。
①
は
上
端
は
刃
物
に
よ
る

二
次
的
切
断
、
下
端
折
れ
、
左
辺
削
り
、
右
辺
割
れ
。
裏
面
の
調
整
は
粗
い
。

い
は
四
周
削
り
で
、
い
ず
れ
も
二
次
的
整
形
の
可
能
性
が
あ
る
。　
一
文
字
目
の

上
部
左
右
に
小
さ
な
孔
が
二
個
穿
た
れ
る
。
墨
痕
は
明
瞭
だ
が
、
釈
読
で
き
な

い
。
用
途
も
不
詳
。

一
一　
第

一
〇
三
十
四
次
調
査

〔郷
，
〕
　
　
　
　
〔連
力
〕

⑪
　
　
×
□
池
井
里
日
□
□
ロ
ーー
□
」
　
　
　
　
　
（μこ
溢
侵
り
ｏぢ

〔た制
力
〕

〔
エハ
カ
〕

②

　

「
＜
□
□
□
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨ω反
］粟
∞
儲
や

①

　

□
阿
口
□
弥
女
　
□
□
　
　
　
　
　
　
　
ＰＰ嚢
（こ
溢
ふ
ｏ驚

⑭
　
　
　
　
　
　
日
Ｈ
Ｈ
回

日
□
□
宇
遅
マ
連
秋
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ潔

⑬

　

肥
人
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

〔身

人
部
力
〕

０

　

口
麻
呂
　
　
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ潔

［歌
人
力
〕

０

　

□
□
□
□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ解



刊
　

　

　

⑭ ・ぐ２ナ

∽
‰
Ⅷ
磯
悦
‰
∈
け
‰
Ⅷ
Ⅷ
‰
Ⅷ
印
攪
．
輸

(木簡はいずれも赤タト線画像)
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2004年 出上の木簡

〔船
力
〕

①

　

□
売
汁
東
代
□

一
□

⑪

　

日
Ｈ
日
□
□
三
段
内

〔
田
力
耳
琴
〕

⑩

　

□
三
□

〔春
力
〕

⑪

　

□
米
国
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ解

い
の
上
端
は
廃
棄
に
伴
う
切
断
ま
た
は
折
れ
。
下
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
で

原
形
を
保
つ
。　
一
文
字
目
は
残
画
か
ら
す
る
と
郷
で
あ
る
。
池
井
里

（郷
）
は

『和
名
抄
』
に
み
え
ず
、
郷
里
制
下
の
コ
ザ
ト
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
共

伴
遺
物
の
年
代
観
と
も
矛
盾
し
な
い
。
交
野
郡
田
宮
池
原
郷
の
坪
付
に
池
井
里

が
み
え

（建
仁
三
年

〈
一
二
〇
三
〉
四
月
日
院
御
厩
下
文
案

〈大
和
春
日
若
宮
社
家
古

文
書
。
『鎌
倉
遺
文
』
〓
一一五
六
号
し
、
中
世
条
里
の
里
名
が
古
代
の
コ
ザ
ト
に
由

来
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る

（な
お
、
池
井
里
に
つ
い
て
は
、
枚
方
市

教
育
委
員
会
の
稲
田
潤
二
氏
。
大
竹
弘
之
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。
②
は
四
周
削
り
で
、

右
辺
の
一
部
の
み
割
損
し
て
い
る
。
二
文
字
目
も
竹
冠
の
文
字
の
可
能
性
が
あ

る
が
、
墨
の
残
り
が
極
め
て
悪
く
釈
読
で
き
な
い
。
０
は
左
辺
削
り
、
上
下
両

端
及
び
右
辺
は
二
次
的
切
断
。　
一
文
字
目
は

「連
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
い
―

０
は
人
名
を
記
し
た
削
暦
で
あ
る
。
複
数
名
記
し
た
も
の
が
あ
り
、
あ
る
い
は

歴
名
な
ど
の
削
暦
か
。
い
の

「宇
遅

マ
連
」
（宇
治
部
連
）
は
、
『新
撲
姓
氏

録
』
河
内
国
神
別

・
和
泉
国
神
別
に
み
え
る
。
０
い
は
削
届
で
あ
る
が
、
０
は

右
辺
に
、
い
は
左
辺
に
原
形
が
残

っ
て
い
る
。
①
ｌ
⑪
は
、
田
畠
経
営
に
関
わ

る
木
簡
の
削
暦
で
あ
る
。
①
は
右
辺
に
原
形
が
残
る
。
六
文
字
目
は

「船
」
の

異
体
字

「な
」
で
あ
る
。
人
名
十
稲
の
数
量
が
記
さ
れ
、
稲
の
収
納
や
出
挙
な

ど
に
関
わ
る
も
の
か
。

削
婿
の
多
く
は
綱
片
で
釈
読
で
き
な
い
が
、　
一
五
〇
ｍｍ
を
超
え
る
大
型
の
削

層
が
含
ま
れ
、
直
接
接
続
し
な
い
も
の
の
同

一
木
簡
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る

も
の
も
多
い
。
整
然
と
並
ぶ
建
物
群
、
削
婿
を
生
む
事
務
処
理
の
痕
跡
を
は
ｔ

め
、
「大
領
」
「少
家
」
な
ど
の
出
土
文
字
資
料
の
存
在
は
、
郡
行
と
関
連
の
深

い
公
的
施
設
や
郡
司
級
氏
族
の
居
宅
を
想
起
さ
せ
る
。
本
遺
跡
と
そ
の
出
土
遺

物
は
、
畿
内
に
お
け
る
郡
衛
関
連
施
設
や
、
郡
司
級
氏
族
の
実
態
を
垣
間
見
る

資
料
と
し
て
、
貴
重
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
調
査
室
が
行
な
っ
た
。

ま
た
、
写
真
は
同
写
真
資
料
調
査
室
の
中
杜

一
郎
の
撮
影
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

側
枚
方
市
文
化
財
研
究
調
査
会

『枚
方
市
文
化
財
年
報
』
二
五
、
二
六

全
一

〇
〇
四
年
、
二
〇
〇
五
年
）

（１
１
７
・
９
　
西
村
健
司
、
８
　
山
本
　
８本
〈奈
良
文
化
財
研
究
所
》

〇
〇
〕

〇
〇
Ｐ

〇
〇
Ｐ




